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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
フレキシブル印刷配線基板を挿入する基板挿入口が正面に形成されたハウジングと、該ハ
ウジング内に並設された第１と第２のコンタクトであって、前記基板挿入口と隣接する位
置に、前記挿入されたフレキシブル印刷配線基板の一方の接続端子と接触する接点が形成
された第１のコンタクトと、前記基板挿入口から離間する前記ハウジングの奥側の位置に
、前記挿入されたフレキシブル印刷配線基板の他方の接続端子と接触する接点が形成され
た第２のコンタクトと、軸を中心に前記ハウジングに回動自在に支承され、挿入された前
記フレキシブル印刷配線基板の各接続端子を前記第１のコンタクトと第２のコンタクトの
各接点に押し付けるアクチュエータとを有する電気コネクタにおいて、
前記第１のコンタクトは、第１のコンタクト片と、該第１のコンタクト片に連結し前記ア
クチュエータ側に向けて略Ｕ字形に曲げられるとともに前記一方の接続端子と接触する接
点が形成された第２のコンタクト片からなり、
前記第２のコンタクトは、第１のコンタクト片と、該第１のコンタクト片に連結し前記ア
クチュエータ側に向けて略Ｕ字形に曲げられるとともに前記フレキシブル印刷配線基板の
他方の接続端子と接触する接点が形成された第２のコンタクト片と、該第２のコンタクト
片からさらに分岐し前記アクチュエータ側に向けて略Ｕ字形に曲げられた第３のコンタク
ト片からなり、
前記アクチュエータには、回動した際に前記第１のコンタクトの前記接点が形成された第
２のコンタクト片を押圧する第１のカムと前記第２のコンタクトの前記接点が形成された
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第２のコンタクト片を押圧する第２のカムとがそれぞれ形成され、
また前記第１のコンタクトの第２のコンタクト片に形成された前記接点と前記第１のコン
タクトの前記第１のコンタクト片との間隔、および前記第２のコンタクトの第２のコンタ
クト片に形成された前記接点と前記第２のコンタクトの前記第１のコンタクト片との間隔
は、いずれも前記挿入されるフレキシブル印刷配線基板の板厚よりも大きいことを特徴と
する電気コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、フレキシブル印刷配線基板を電気的に接続する電気コネクタに関し、特に
その装着を簡単にした電気コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
 一般に、フレキシブル印刷配線基板（ＦＰＣ、以下単にＦＰＣという）の一端に並設さ
れた複数の端子を、対応する複数の各コンタクトに一括して接続する装置として電気コネ
クタが提供されている。
【０００３】
　この従来の電気コネクタ１はその要部拡大断面図で示す図１０のように、断面略矩形状
のハウジング２と、このハウジング２内であって、図面の垂直方向に沿い、交互に隣接し
て配設された第１と第２のコンタクト３、４とからなり、このうち、第２のコンタクト４
は、互いに連結した第１及び第２のコンタクト片４ａ、４ｂにより側面が略Ｕ字形に形成
されている。また第１のコンタクト３も同じく側面がＵ字形をしている。
 
【０００４】
　一方、上述した第１と第２の各コンタクト３、４のうち、第１のコンタクト３の接点３
ａは基板挿入口１ａに隣接する位置に形成され、また第２のコンタクト４の接点４ｄは、
基板挿入口１ａからみてハウジング２の奥側に形成されている。
【０００５】
　この一方、この電気コネクタ１では、後述するＦＰＣの端部がこの電気コネクタ１の基
板挿入口１ａ内に簡単に挿入できるよう、当該挿入口１ａの上面に軸Ｐを中心に板状のア
クチュエータ６が回動自在に支承されている。
【０００６】
　そして、図１１に示すように、ＦＰＣ１０を挿入する際は、アクチュエータ６をハウジ
ング２の両端に配設された軸Ｐを中心に時計方向へ回転させ、これより基板挿入口１ａの
上面を大きく拡開し、図示せぬ接続端子が表面に形成されたＦＰＣ１０の端部１０ｄを第
１のコンタクト３の接点３ａを避けて簡単にその内部に挿入することができるようにして
いる。なお、このような構造の電気コネクタを一般的にＺＩＦ（ＺＥＲＯ　ＩＮＳＥＲＴ
ＩＯＮ　ＦＯＲＣＥ）構造のコネクタと称している。
 
【０００７】
　一方、この従来の電気コネクタ１では、アクチュエータ６を用いてハウジング２の奥側
に位置する第２のコンタクト４の接点４ｄと第１のコンタクト片４ａの先端部４ｃとの間
を大きく広げることはできないので、その際はＦＰＣ１０を矢印Ａ方向へさらに強く押圧
し、それにより図１２で示すように、ＦＰＣ１０の端部１０ｄを押すことによって第２の
コンタクト４の接点４ｄと第１のコンタクト片４ａの先端部４ｃとの間を押し広げ、そこ
にＦＰＣ１０の端部１０ｄを挿入し、これにより第２のコンタクト４の接点４ｄとＦＰＣ
１０の端部１０ｄ下面に形成された図示せぬ接続端子とを押圧接触させ、電気的に接続さ
せるようにしている。
【０００８】
　そして、これらＦＰＣ１０の挿入が完了すると、図１３で示すように、アクチュエータ
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６を軸Ｐを中心に反時計方向へ回転させ、これよりアクチュエータ６の下面６ａでＦＰＣ
１０を押圧して、当該ＦＰＣ１０の下面に形成された図示せぬ別の接続端子を第１のコン
タクト３の接続部３ａに押し付けて電気的に接続させるようにしていた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
  ところで、上述した電気コネクタ１は、基板挿入口１ａと隣接した位置に接点３ａを形
成した第１のコンタクト３とＦＰＣ１０との接続に関しては、確かにＺＩＦ構造ではある
が、ハウジング２の奥側に接点４ｄを形成した第２のコンタクト４とＦＰＣ１０との間の
接続に関しては当該ＦＰＣ１０を押し付けて、その端部で第２のコンタクト４の接点４ｄ
と第１のコンタクト片４ａの先端部４ｃと間を押し広げる構成を採用しているので、いわ
ゆるＮＯＮ－ＺＩＦ構造であり、依然としてＦＰＣ１０の取り付け作業が困難である実態
は変わらないのが実情であった。
【００１０】
　　また、上述した電気コネクタ１では各コンタクト３、４の下側に位置するコンタクト
片に接点３ａ、４ｄが形成されているので、この下側にある各接点３ａ、４ｄにＦＰＣ１
０の各接点が対応するよう当該ＦＰＣ１０を挿入しなければならず、このためＦＰＣ１０
の引き回しの自由度が制限される難点もある。
【００１１】
　この発明は、上述した事情に鑑み、ＦＰＣの装着が容易で、しかもＦＰＣの引き回しの
自由度を向上させるようにした電気コネクタを提供すること目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
上述した課題を解決するため、この発明では、フレキシブル印刷配線基板を挿入する基板
挿入口が正面に形成されたハウジングと、該ハウジング内に並設された第１と第２のコン
タクトであって、前記基板挿入口と隣接する位置に、前記挿入されたフレキシブル印刷配
線基板の一方の接続端子と接触する接点が形成された第１のコンタクトと、前記基板挿入
口から離間する前記ハウジングの奥側の位置に、前記挿入されたフレキシブル印刷配線基
板の他方の接続端子と接触する接点が形成された第２のコンタクトと、軸を中心に前記ハ
ウジングに回動自在に支承され、挿入された前記フレキシブル印刷配線基板の各接続端子
を前記第１のコンタクトと第２のコンタクトの各接点に押し付けるアクチュエータとを有
する電気コネクタにおいて、前記第１のコンタクトは、第１のコンタクト片と、該第１の
コンタクト片に連結し前記アクチュエータ側に向けて略Ｕ字形に曲げられるとともに前記
一方の接続端子と接触する接点が形成された第２のコンタクト片からなり、
前記第２のコンタクトは、第１のコンタクト片と、該第１のコンタクト片に連結し前記ア
クチュエータ側に向けて略Ｕ字形に曲げられるとともに前記フレキシブル印刷配線基板の
他方の接続端子と接触する接点が形成された第２のコンタクト片と、該第２のコンタクト
片からさらに分岐し前記アクチュエータ側に向けて略Ｕ字形に曲げられた第３のコンタク
ト片からなり、前記アクチュエータには、回動した際に前記第１のコンタクトの前記接点
が形成された第２のコンタクト片を押圧する第１のカムと前記第２のコンタクトの前記接
点が形成された第２のコンタクト片を押圧する第２のカムとがそれぞれ形成され、また前
記第１のコンタクトの第２のコンタクト片に形成された前記接点と前記第１のコンタクト
の前記第１のコンタクト片との間隔、および前記第２のコンタクトの第２のコンタクト片
に形成された前記接点と前記第２のコンタクトの前記第１のコンタクト片との間隔は、い
ずれも前記挿入されるフレキシブル印刷配線基板の板厚よりも大きいことを特徴としてい
る。
 
【発明の効果】
【００１３】
　　この発明の電気コネクタでは、第１のコンタクトを第１のコンタクト片と、略Ｕ字形
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状に折り曲げられた第１のコンタクト片と第２のコンタクト片により形成するとともに、
第２のコンタクトを、側面から見て全体がＥ字形状をした第１のコンタクト片と接点が形
成された第２のコンタクト片と第３のコンタクト片とにより形成し、さらに、アクチュエ
ータに、一方向へ回転した際に第１のコンタクトの接点が形成された第２のコンタクト片
を押圧する第１のカムと第２のコンタクトの接点が形成された第２のコンタクト片を押圧
する第２のカムとをそれぞれ形成するようにしたから、アクチュエータを回転させる簡単
な操作により、第１と第２の各コンタクトの接点を開放してその間に印刷配線基板を簡単
に嵌挿させることができ、これにより、基板挿入口に隣接する位置に接点が形成された第
１のコンタクトと、基板挿入口からみてハウジングの奥側に接点が形成された第２のコン
タクトを有する電気コネクタを完全なＺＩＦ（ＺＥＲＯ　ＩＮＳＥＲＴＩＯＮ　ＦＯＲＣ
Ｅ）構造とすることができるとともに、上面に接続端子が形成された印刷配線基板の各接
続端子を第１のコンタクトと第２のコンタクトの各接点に確実に押し付け、印刷配線基板
の引き回しの自由度を向上させるとともに一層確実な電気的接続を得る電気コネクタを提
供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、この発明に係わる電気コネクタの一実施例を詳述する。
【００１５】
　図１及び図２はこの発明に係わる電気コネクタ２０の要部断面図で、図１は第２のコン
タクト２３を詳細に示し、また図２は第１のコンタクト２２を詳細に示している。
【００１６】
この電気コネクタ２０も、従来と同様に、断面略矩形状のハウジング２１と、図面垂直方
向へ向け、このハウジング２１内に交互に隣接して配設された第１と第２のコンタクト２
２、２３とから構成されている。
 
【００１７】
　この第１と第２の各コンタクト２２、２３のうち、図２に示す第１のコンタクト２２は
、基板挿入口２４に隣接して形成された一つの接点２２ａと、互いに連結し側面が略Ｕ字
形に形成された第１と第２のコンタクト片２２ｂ、２２ｃとにより形成され、前記接点２
２ａは第２のコンタクト片２２ｃの先端に形成されている。
【００１８】
　一方、図１に示すように、第２のコンタクト２３は、基板挿入口２４から離間するハウ
ジング２１の奥側の位置に形成された一つの接点２３ａと、互いに連結し側面が略Ｕ字形
に形成され第１と第２のコンタクト片２３ｂ、２３ｃと、この第２のコンタクト片２３ｃ
から分岐して略Ｕ字形に折り曲げて形成された第３のコンタクト片２３ｄとから形成され
、全体としてその側面の形状が略Ｅ字形状をしている。なお、上述した第２のコンタクト
２３の接点は第２のコンタクト片２３ｃの先端に形成されている。
【００１９】
　　一方、この図１に示すように電気コネクタ２０の基板挿入口２４には、その上面を開
閉自在に構成するアクチュエータ２５が配設されている。
【００２０】
　このアクチュエータ手段２５は、ハウジング２１の側壁に嵌挿する図示せぬ軸を中心に
矢印Ａで示すように回動自在に支承されている。
【００２１】
この、アクチュエータ２５には、図２で示すように、当該アクチュエータ２５が一方向（
反時計方向）へ回転した際に接点２２ａが形成された第２のコンタクト片２２ｃの上面を
押圧する突起形状の第１のカム２６と、図１で示すように、同じくアクチュエータ２５が
一方向（反時計方向）へ回転した際に、接点２３ａが形成された第２のコンタクト片２３
ｃの上面を押圧する略達磨形状の第２のカム２７とが形成されている。なお、この第２の
カム２７は図１で示すように、第３のコンタクト片２３ｄの先端下面に形成された円弧形
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状の切り欠２３ｅ内に嵌挿支持されている。
【００２２】
　　なお、図１及び図２で示すように、アクチュエータ２５を拡開した初期位置では、図
１のように第２のコンタクト２３の接点２３ａと第１のコンタクト片２３ｂとの間の間隔
Ｌ１は後述する印刷配線基板の板厚よりも大きく設定され、また図２で示すように、第１
のコンタクト２２の接点２２ａと第１のコンタクト片２２ｂとの間隔Ｌ２も後述する印刷
配線基板の板厚よりも大きく設定されている。
【００２３】
　　また、第１のコンタクト２２の接点２２ａと基板挿入口２４の下面２４ａとの間隔Ｌ
３も後述する印刷配線基板の板厚よりも大きく設定されている。
【００２４】
　　一方、図３で示すように、ＦＰＣ（フレキシブル印刷配線基板）１０は、その上面１
０ａの先端側と、やや奥まった位置にそれぞれ第１と第２の接続端子１０ｂ、１０ｃが形
成されている。
【００２５】
　このような構造の電気コネクタ２０によると、図１及び図２に示すアクチュエータ２５
の初期位置では、第２のコンタクト２３の接点２３ａと第１のコンタクト片２３ｂとの間
隔Ｌ１、および第１のコンタクト２２の接点２２ａと第１のコンタクト片２２ｂとの間隔
Ｌ２、および第１のコンタクト２２の接点２２ａと基板挿入口２４の下面２４ａとの間隔
Ｌ３はいずれも印刷配線基板の板厚よりも大きく設定されているので、図５で示すように
、ＦＰＣ（フレキシブル印刷配線基板）１０を挿入すると、当該ＦＰＣ１０の先端１０ｄ
はハウジング２１内の前方に位置する第１のコンタクト２２の接点２２ａと第１のコンタ
クト片２２ｂとの間、および第１のコンタクト２２の接点２２ａと基板挿入口２４の下面
２４ａとの間をスムーズに嵌装し、また図４で示すように、第２のコンタクト２３の接点
２３ａと第１のコンタクト片２３ｂとの間をスムーズに嵌挿して、全体としていわゆるＺ
ＩＦ（ＺＥＲＯ　ＩＮＳＥＲＴＩＯＮ　ＦＯＲＣＥ）構造のコネクタとなる。
【００２６】
　このように、ＦＰＣ１０の先端１０ｄが第１のコンタクト２２の接点２２ａと第１のコ
ンタクト片２２ｂとの間、および第２のコンタクト２３の接点２３ａと第１のコンタクト
片２３ｂとの間をスムーズに嵌挿した後、図６、図７の矢印で示すように、アクチュエー
タ２５を反時計方向へ回転させると当該アクチュエータ２５の第１のカム２６が図７で示
すように第１のコンタクト２２の第２のコンタクト片２２ｃの上面を押圧し、また図６で
示すように第２のカム２７が第２のコンタクト２３の第２のコンタクト片２３ｃの上面を
それぞれ押圧する。
【００２７】
　この図６、７で示すように、アクチュエータ２５の第１のカム２６が第１のコンタクト
２２の第２のコンタクト片２２ｃの上面を押圧し、また第２のカム２７が第２のコンタク
ト２３の第２のコンタクト片２３ｃの上面を押圧すると、図９で示すように第２のコンタ
クト片２２ｃの上面を押圧する第１のカム２６の押圧力により接点２２ａがＦＰＣ１０の
第１の接続端子１０ｂに当接し、また図８で示すように、第２のコンタクト片２３ｃの上
面を押圧する第２のカム２７の押圧力により接点２３ａがＦＰＣ１０の第２の接続端子１
０ｃに当接する。
【００２８】
　このため、ＦＰＣ１０の上面１０ａに形成された第１と第２の各接続端子１０ｂ、１０
ｃは、対応する第１のコンタクト２２の接点２２ａと第２のコンタクト２３の接点２３ａ
とに、それぞれ確実に電気的に接続されることとなる。
【００２９】
　　従って、上述した電気コネクタ２０によると、接点２２ａが基板挿入口２４に隣接す
る位置に形成された第１のコンタクト２２に対しても、またハウジング２１の奥側に接点
２３ａが形成された第２のコンタクト２３に対してもいずれもＺＩＦ（ＺＥＲＯ　ＩＮＳ
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ＥＲＴＩＯＮ　ＦＯＲＣＥ）構造となり、電気コネクタ２０に対するＦＰＣ１０の装着作
業が極めて簡単となるだけでなく、アクチュエータ２５に形成された第１と第２のカム２
６、２７により、電気コネクタ２０の各接点２２ａ、２３ａとＦＰＣ１０の上面に形成さ
れた各接続端子１０ｂ、１０ｃとの確実な電気的接続が得られることとなる。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　この発明は、ＦＰＣの装着が容易で、しかもＦＰＣの引き回しの自由度を向上させるよ
うにした電気コネクタに適している。　
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】図１はこの発明に係わる電気コネクタの概念断面図。
【図２】図２はこの発明に係わる電気コネクタの概念断面図。
【図３】図３は印刷配線基板の要部断面図。
【図４】図４はこの発明に係わる電気コネクタの作用を示す概念断面図。
【図５】図５はこの発明に係わる電気コネクタの作用を示す概念断面図。
【図６】図６はこの発明に係わる電気コネクタの作用を示す概念断面図。
【図７】図７はこの発明に係わる電気コネクタの作用を示す概念断面図。
【図８】図８はこの発明に係わる電気コネクタの作用を示す概念断面図。
【図９】図９はこの発明に係わる電気コネクタの作用を示す概念断面図。
【図１０】図１０は従来の電気コネクタの概念断面図。
【図１１】図１１は従来の電気コネクタの作用を示す概念断面図。
【図１２】図１２は従来の電気コネクタの作用を示す概念断面図。
【図１３】図１３は従来の電気コネクタの作用を示す概念断面図。
【符号の説明】
【００３２】
１０…印刷配線基板
１０ｂ、１０ｃ…接続端子
２０…電気コネクタ
２１…ハウジング
２２…第１のコンタクト
２３…第２のコンタクト
２２ａ、２３ａ…接点
２２ｂ、２３ｂ…第１のコンタクト片
２２ｃ、２３ｃ…第２のコンタクト片
２３ｄ…第３のコンタクト片
２４…基板挿入口
２５…アクチュエータ
２６…第１のカム
２７…第２のカム
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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